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潔
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し
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、
い
か
が
で
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榔
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齢
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菱
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入
れ
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仏
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れ
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揮
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未
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益
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京
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築
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佐
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叩
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築
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薬
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叩
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よ
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し
て
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縦
し
な
け
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、
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ァ
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ー
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i
ト
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純
一
、
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の
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出
し
た
花
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、
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れ
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叫
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す
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崎
築
物
に
捌
附
す
る
新
条
例
内
総
刊
行
に

よ
り
、
今
年
か
ら
嘉
数
品
制
約
費
務
と
し

て
、
寸
事
業
殺
は
、
そ
の
事
業
に
伴
ウ

て
生
じ
た
綴
線
料
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ゴ
ミ
、
し
滋
お
よ
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待
相
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}
に
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い
て
は
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偶
ま
た
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業
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自
ら
的
資

任
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お
い
て
、
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正
に
延
期
喧
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
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と
定
め
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れ
ま
し
た
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合
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滋
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約
に
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い
て
は
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町
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処
湿
業
時
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町
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を
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け
た
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に
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に
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じ
て
隊
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般
的
機
綿
織
を
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双
糊
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し
て
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だ
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勺
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け
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ま
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仇
抑
制
，
識
者
は
別
相
官
設
)
大
、
織
が
処
箆
す
る
綴
幾
凝
薬
物
心
巾

近
、
怒
窪
毘
難
物
部
隊
級
事
業
紛
糾
問
が
地
理
す
る
総
数
一
機
棄
物
は
次
的
も
め

に
伴
っ
て
生
滋
零
れ
る
製
ぬ
な
ど
は
、
で
宇
コ

絞
終
的
に
ぬ
棄
物
(
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ず
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湖
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叫
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皐
め
忠

一
月
十
六
日
か
ら
一
一
一
月
十
六
日

る
人
て
、
給
与
ふ
所
得
や
汲
ぬ
掛
川
吋
刊
以
外

的
科
怖
の
所
得
金
傾
向

tp付
制
問
が
あ
る

、u
/
 

締
出
世
径
四
γ
生
息

私
た
ち
が
幾
か
な
生
活
を
送
付
4

、
住
み
由
民
い
衡
を

つ
く
る
た
め
に
、
ぷ
悦
ム
滅
い
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
後
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
一
機
校
、
公
立
学
校
の
態

紬
紙
、
選
路
、
住
宅
、
そ
し
て
下
水
畿
や
ゴ
ミ
の
処
理

な
ど
:
:
・
・
0
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よ
う
に
絡
広
い
-
分
野
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笈
っ
て
い
る
ぷ
税

金
」
は
、
私
た
ち
が
安
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し
た
生
漆
奇
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む
と
幸
、

所
得
税
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定
申
晶
両
者
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る
人

医
仔
打
行

れ
~
叫
附
柑
搾
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か
る
税
金
で
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。

所
得
税
約
隊
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な
け
れ
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と
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械
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開
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談
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務
持
制
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抗
議
控
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礎
控
除
そ
の
抽
略
的
拡
常
務
総
臨
院
を
談
し

引
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、
そ
の
金
時
酬
を
畿
と
し
て
務
取
し

た
税
制
閉
が
続
当
控
脇
町
鋭
よ
り
多
い
人
-

所
得
授
と
は
、
冊
出
入
が
γ
和小川例に州押

社
会
の
一
員
と
し
て
品
開
扱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会

焚
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

二
段
丹
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六
毘
か
ら
一
一
一
月
十
火
出
向
は
、
由
友
田
受
付
出
掛

織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
受
付
は
、
組
紘
一
戸
税
務
署
、

総
務
工
会
織
所
(
二
月
二
十
七
縫
か
ら
〉
、
市
役
所

で
行
い
ま
す
。

お
早
め
に
後
山
闘
し
て
く
だ
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い
6

ω
五
十
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入
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仰
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千
万
尽
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λ
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一
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A
E
け
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情
¥
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与
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や
退
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得
以
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的
所
得
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制
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計
訟
が
一
一
十
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。

{
注
)
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、
絞
殺
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告
に
よ
り

各
輔
の
所
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出
時
計
を
す
る
人
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、
一
一
十

万
円
以
下
町
各
時
間
研
鈴
金
綴
も
山
中
松
し

な
け
れ
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な
り
ま
せ
ん

G

山
間
給
与
を
二
か
所
以
上
か
h
A
吹
け

て
い
る
人
寸
、
年
末
調
純
血
を
さ
れ
企
か

っ
た
給
与
の
絞
入
金
額
と
給
与
所
得
や

滋
慨
判
所
得
以
外
的
各
穂
町
所
得
金
再
開
と

の
合
計
検
が
ご
十
万
閉
門
を
こ
え
る
人
c

(
注
一
た
灯
し
、
即
時
定
申
告
に
よ
り

各
悼
の
所
得
捻
時
怖
を
す
九
入
凶
円
二
十

万
円
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下
町
各
持
続
得
常
総
も
申
脅
し

な
け
れ
誌
な
り
ま
せ
ん
。

川
川
家
事
抽
出
回
明
人
や
外
図
的
作
約
公

的
賄
に
総
務
ず
る
人
な
ど
で
、
休
刊
与
の
支

払
を
受
け
る
際
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収

き
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
入
。

同
間
仕
概
念
絞
め
没
祭
や
そ
の
時
絞

な
と
で
、
そ
約
仲
間
人
か
ら
給
与
の
ほ
か

に
、
貸
付
命
的
利
子

z

均
的
締
・
工
場
な

J
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r念
日
刊
日
料
、
機
械
・
総
滅
的
使
用
料

な
と
の
支
払
を
受
け
て
い
る
人
ω

向
山
災
害
を
受
け
た
人
で
市
双
十
五

都
内
総
k
?
に
つ
い
て
災
害
減
免
訟
に
よ

り
後
泉
徴
収
税
師
制
約
徴
収
槙
子
や
滋
品
刊

を
設
け
た
人
。

同
機
同
制
仲
似
除
宅
ゑ
擦
相
日
時
間
除
、
住

宅
取
得
控
険
な
ど
に
よ
り
、
源
泉
徴
収

ハ
サ
か
仲
は
ん
で
い
た
討
伐
用

対
品
四
九
土
地
・
燃
物
)
を
究
勺
た
と
き

は
特
別
検
除
と
し
芝
、
議
均
二
時
務
か

ら
三
千
H
例
会
を
控
除
で
怒
る
終
換
が
あ

り
ま
す
、

与
の
控
訟
は
、
持
定
申
併
を
L
な
け

れ
ば
を
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
か
班
〈

待
末
品
銭
円
E

や
師
浴
中
山
い
い
上
り
H
M
災

土

地

4
1
1九
汽
バ
己

主
に
な
ら
な
い
人
亡
、
志
士
一
内

h
n内
議

明

演

じ

銭

円

制

全

仰
し
か
な
か
勺
た
ん
も
中
行
与
ふ
し
て
く
だ
事
態
物

1
1
f
F
Lふ
ふ
い
た

続
得
後
と
時
間
な
り
、
鈴
守
高
い
巾
品
川
か
あ
り
ま
せ
ん
と

v

時間付
hv
あ
附
和
五
十
五
年
中
に
ぷ
絡
所
均
約
あ

州
内
や
議
級
品
川
蝉
河
川
以
外
的
与
問
所
得
が
」
一
る
の
か
な
い
の
か
日
一
泌
が
で
き
ず
、
申
ヶ
た
人
川
内
二
日
付

1
え
お
か
い
り
に
一
バ
ー

す
H
m門M
M
F
的
入
て
も
、
市
県
民
絞
め
公
的
行
制
院
を
し
た
り
ニ
バ
訟
を
か
け
る
六
日
ま
で
に
結
定
中
台
市
を
拠
出
し
て

ま
円
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

J

こ
と
に
な
り
議
す
r

ま
た
、
申
去
を
す
納
絞
し
な
け
れ
ば
な
け
ま
せ
ん

…
同
鈴
早
を
ぷ
か
間
以
上
か
ら
受
け
る
ニ
と
心
よ
っ
て
、
剥
課
税
証
明
日
発
~
排
出
抑
制
問
的
附
液
中
品
川
書
は
、
「
一
一
世

て
い
る
人
明
、
年
ふ
車
線
耕
、
い
れ
会
か
っ
一
行
や
間
同
氏
帥
際
保
険
的
資
料
に
も
な
用
」
と
「
分
離
線
校
総
が
あ
り
ま
す

轡
に
よ
り
お
近
〈
の
郵
綴
対
か
抑
制
行
で
た
給
ヲ
の
収
入
金
政
と
お
お
ザ
緋
得
点
、
滋
つ
ま
す
め
で
か
な
ら
ず
中
枇
刊
し
ご
く
だ
土
地
や
連
物
合
流
勺
た
人
的
持
議
申
竹

山
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
奇
い
。
判
所
得
以
外
的
各
制
閉
め
舟
持
金
総
?
と
め
怠
い
。
書
は
、
「
分
離
課
校
削
?
を
抽
出
関
し
ま

な
い
相
、
第
均
一
四
期
分
税
制
民
を
出
削
除
土
…
…
へ
円
計
紛
が
一
一
十
万
市
円
以
下
約
一
人
“
市
役
所
ぞ
は
‘
約
年
め
申
L
W
状
淑
心
す
の
で
、
必
す
同
時
め
て
み
ら
州
蹴
出
し
て

例月十品ハ
m
m
)

ま
で
に
完
的
で
き
な
い
ガ
似
縁
切
開
筏
織
や
罷
一
標
的
目
控
除
か
長
よ
り
申
決
準
を
発
語
し
ま
し
た
が
、
申
〈
た
湾
、
ぃ
。
ま
た
、
ぷ
械
の
A

け
い
つ

は
、
第
一
ぷ
開
制
分
判
明
続
的
半
分
以
上
告
三
け
、
ゆ
抑
制
時
閥
抗
制
慌
の
軽
減
を
す
る
人
J

山
税
務
的
総
か
な
い
人
は
、
点
措
申
針
金
い
て
の
お
尋
ね
…
も
あ
わ
せ
て
沼
山

L

mn十
六

緩

ま

マ

に

納

付

し

て

い

た

だ

く

務

へ

お

ニ

ー

に

な

る

か

、

電

話

な

と

で

と
、
開
明
料
開
は
以
内
米
自
ま
て
同
時
約
す
る
〈
〉
〈
〉
〈
〉
〈
〉
課
税
課
ま
で
淵
城
内
相
し
て
〈
幻
さ
い

G

こ
と
が
で
き
ま
す
。

i
R
M
M
M引
れ
制
社
刊
誌
誌
社
判
明
一
刈
刈
H
什
i

刻
-
刻
刻
お

た

だ

し

、

議

総

日

誌

、

三

一

日

一

ー

紺

糟

d
j
y
f
i
t
j
k
l

出

Ltvふ
る
早
川
Z

さ

れ

た

草

案

!

人

物

パ

ー

セ

ン

ト

(

世

帯

二

i
t
l
i
p
-
-
μ

品
削
年
同
地
定
申
告
を
し
た
人
〈
際
機
川
町
が
か
か
り
ま
す
n

贈
与
絞
辻
、
国
間
人
か
九
斡
綴
を
も
ら
い
時
号
を
受
け
た
与
と
と
絞
り
が
な
い

総

体

部

や

徐

{

草

取

得

控

除

な

ど

の

浸

付

山

中

フ

た

と

き

に

‘

も

ら

っ

た

人

に

か

か

る

の

℃

給

与

税

が

か

か

り

ま

す

u

絞
殺
を
滋
く
一
に
ほ
、
申
告
書
用
紙
が
鱗
務
総
明
惜
曹
の
跨
求
に
つ
い
て
総
会
む
ず
q

た
ど
、
綾
子
め
械
で
も
明
ら
か
に
併

齢
滋
u

ぞ

れ

念

す

的

叫

し

、

必

ず

そ

の

申

告

燃

料

双

十

五

年

中

に

、

間

人

か

ら

4

ハ
人
余
め
と
き
は
、
贈
与
に
な
り
ま
せ
ん

問
団
紙
合
後
刻
し
て
く
だ
き
い
。
…
…
一
月
中
は
、
川
崎
山
時
申
僚
の
受
付
等
で
十
万
的
合
鍛
え
る
財
桜
を
も
ら
っ
た
人
か
ら
、
終
格
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

今
年
、
新
た
に
附
h
J
叫
す
る
人
は
、
続
税
務
畿
内
は
必
散
に
議
L
、
殺
異
も
は
、
欄
弟
校
内
申
告
豪
相
抽
出
と
叫
制
緩
ま
た
、
余
組
問
の
や
り
と
り
な
し
で
親

務
者
、
ま
た
は
市
役
所
線
級
縁
日
」
市
申
告
そ
の
事
務
州
地
球
に
議
わ
れ
て
お
り
ま
す
む
を
一
一
バ
ス
日
か
ら
ぶ
バ
十
六
お
ま
て
に
の
土
地
を
子
供
名
品
怖
い
い
L
た
り
、
株
式

導
隠
紙
が
問
団
慈
し
で
あ
り
ま
十
c

納
税
評
明
書
め
交
付
綴
ポ
は
、
な
る
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
の
名
義
を
中
小
熟
視
し
た
場
合
や
弔
鱗
人
か

べ
〈
一
一
月
中
ま
た
は
、
問
問
符
以
隊
に
お
な
お
、
夫
脇
町
(
そ
め
品
九
州
脚
内
総
餓
期
ら
時
短
よ
り
も
轄
し
く
然
い
紛
紛
で
肘

警

霊

園

と

綿

税

綴

い

い

た

し

ま

す

e

山
容
十
年
主
で
あ
る
こ
と
二
開
き
譲
り
受
け
た
雲
な
ど
は
撃
を

以上
γ
蕊
年
分
所
得
税
の
納
悦
紙
問
機
で
滋
悠
照
不
動
産
的
措
与
が
行
わ
れ
た
受
け
た
こ
と
に
な
り
、
料
開
捗
械
が
か
か

段
落
授
に
よ
る
納
税
(
第
一
一
続
分
)
喜
求
さ
れ
る
受
号
、
受
付
ま
あ
と
き
は
、
絵
空
千
六
十
万
円
(
譲
り
ま
す
お

は
一
一
万
十
六
日
ま
で
で
す
。
る
慾
球
史
義
的
段
、
え
と
納
税
し
た
絞
殺
散
を
品
臨
む
}
ま
で
の
配
偶
者
梓
診
し
か
し
、
そ
の
0
2荘
変
更
が
し
会
な

絞
殺
約
縦
令
物
納
さ
れ
て
い
る
芹
辻
、
収
絞
慾
を
持
品
惜
し
て
く
だ
き
い
u

d

笠
け
い
り
し
れ
ま
J
1

依
然
知
織
的
な
い
ま
ま
軒
半
に
行
わ
れ

ご
持
銭
的
簡
余
問
機
か
ら
府
間
動
的
に
緩
ま
た
、
…
…
月
以
外
め
持
制
崩
に
申
仕
口
や
念
銭
円
終
機
内
M
泳
は
総
与
で
は
あ
り
た
よ
ー
フ
な
と
与
は
、
贈
与
伎
の
課
税
b
一

替
、
え
て
的
総
さ
れ
ま
す
の
で
司
納
税
頒
納
税
さ
れ
た
分
に
つ
い
亡
約
後
鉦
明
書
ま
せ
λ
が
、
愈
然
災
僚
が
務
災
的
な
場
受
け
る
前
ぷ
…
お
夕
刊
殺
に
き
は
語
与

に
見
合
う
一
相
会
的
部
蹴
補
者
し
と
〈
だ
き
を
諒
求
さ
れ
る
鳩
合
時
務
ま
た
は
納
合
や
一
あ
る
時
払
い
め
山
市
災
な
し
句
は
な
か
っ
た
も
め
と
し
て
総
同
時
わ
れ
る

い

&

判

明

後

一

か

刃

程

度

的

僚

は

、

申

怜

常

的

「

出

世

払

い

」

め

よ

う

な

時

は

殺

滅

的

こ

と

に

な

り

ま

す

。

警

護

を

利

浴

さ

れ

て

い

な

い

方

?

と

一

同

ー

し

た

検

収

機

高

?

て

一

長

申

告

の

と

念

日

生

命

皇

室

長

問

機

は
、
安
時
空
間
封

Zて
い
る
納
付
く
た
さ
L

一
義
援
〆

Q

慰
霊
康
保
険

z
E
Z
2

iIAS-対
計
百
自
問

E
一

塁

持

参

す

る

も

の

差

喜

一

市

役

所

に

あ

り

き

i‘

UR--際
問
下
山
口

i
U
1
6
J得
税
ま
たι
は
市
・
県
民

E
T
2
2
2
2ぉ

i
i土
P
R
b位
一
す
る
と
だ
い
林
和
す
る
も
の
は
、
串
公
取
得
絞
mmw
池
山
付
設
類
は
、
車
問
取
を
参

布
市
附
銭
絞
め
臨
袋
を
す
る
入
子
市
に
印
刷
仲
間
L
翁
昨
年
一
日
丹
か
」
り
十
一
一
一
的
問
答
に
よ
っ
て
も
義
弘
り
ま
す
が
閉
し
て
く
だ
さ
い
九

月
ま
で
に
詩
的
制
的
所
得
が
あ
っ
た
人
。
一
次
的
喜
つ

100 

〈
申
枕
明
広
司
僻
饗
な
書
類
V

附

w
削
減
内
情
廿
に
つ
い
て
の
お
尋
ね

山
内
除
仲
m
k緩
め
ザ
し
一
売
っ
た
家

庭
的
所
有
地
め
も
め
で
，
交
勺
て
か

ら
一
一
か
符
を
幾
歳
げ
て
交
付
を
受
け
た

も
の
ョ

な
お
、
詳
印
刷
は
校
一
…
ρ
絞
務
終
的
資
機

州
問
畑
出
向
へ
問
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
η

に
せ
税
理
士
に

ご
注
意

確
定
申
絞
め
時
織
に
は
、
一
一
セ
校
建

・
で
が
検
行
し
が
ち
で
す
忽
申
応
義
的
税

務
に
つ
い
て
行
泌
を
後
附
加
す
る
埼
舎
は
、

続
理
上
会
ま
た
は
税
務
畿
で
お
附
聞
か
的

く
だ
さ
い
。

申

告

の

問

い

合

せ

wm
申
可
申
僚
の
幾
多
方
な
い
と
わ
か
h

，な

い
と
き
は
、
松
川
mr…
総
務
制
時
ヘ
回
附
い
合
せ

て
く
だ
さ
い
。

倍。m
円
七
一
一
一
一
点
一
三

φ

…
t
…

市
電
県
民
続
的
申
告
で
わ
か
ら
な
い

と
%
で
は
‘
我
孫
子
市
役
所
総
統
線
市
対

戦
係
へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

曲
師
…
八
万
」
一
一
一

内線………………附附
e

二
一
三
五



令
制
組
金
μ的
融

勝

露

盤

締

官

、

本

滋

ク

ラ

ブ

な

ん

か

が

痛

い

迂

ど

わ

か

る

“

を

苦

し

め

る

も

?

と

い

う

イ

メ

i
ジ

現
哲

ι

T

き
れ
叫
ん
じ
ゃ
c

絞
念

4
3け
納

め

て

で

は

‘

も
L
一
税
金
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
実
際
は
ど
こ
か
で
姿
多
会

久
品
サ
由
説
中
学
校
三
年

a
p
h
い
た
け
れ
ど
ω
濯
や
し
、
そ
ん
て
が
な
か
っ
た
ら
ま
中
拾
ど
な
n
冬
あ
え
て
、
私
む
ち
的
生
活
主
又
え
て
く
れ

山
本
・
回
開
奨
さ
ん
ま
あ
、
燃
や
間
閣
に
緩
助
し
て
も
ら
ョ
て
‘
ろ
う
か
“
断
行
へ
学
校
を
綴
で
る
こ
と
で
い
る
内
何
十
、
校
会
い
か
ぬ
い
と
感
じ
る

吋
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
初
め
て
町
長
仁
十
数
年
か
か
っ
て
?
守
つ
や
ヮ
と
黒
字
の
に
な
っ
た
と
し
よ
う
匂
学
校
建
設
に
は
父
や
母
そ
し
て
佼
的
中
町
人
々
の
気
持

な
っ
た
こ
ろ
、
将
棋
慨
が
は
い
よ
う
ニ
ろ
こ
ん
な
立
派
な
斡
に
な
っ
た
ん
ヒ
ゃ
。
何
十
位
向
も
か
か
る
し
、
そ
れ
に
仰
け
う
ち
も
わ
か
る
が
「
税
金
い
の
本
当
の
玄

ヒ
や
G

こ
の
間
は
も
丹
す
ご
う
亦
字
で
念
制
向
日
本
の
ど
こ
か
的
だ
れ
か
が
納
紋
織
も
鋲
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
て
?
ぞ
陳
ず
る
も
の
金
零
点
で
い
な
い
の
で
は

船内も
U
E

勺
て
な
か
っ
た
1

過
暁
や
し
‘
め
た
ね
余
と
や
。
い
れ
れ
ら
め
緑
綬
と
し
て
地
域
然
災
か
ム
り
お
な
い
か
と
開
U
T
1

税
金
的
必
篠
弘
を
法

大
き
な
会
役
も
あ
ら
へ
ん
し
、
町
日
間
か
ニ
批
川
町
兵
庫
沼
知
的
間
合
邸
内
町
長
を
殺
を
緩
め
る
と
し
た
ら
、
…
軒
町
季
そ
終
L
て
い
る
人
生
り
も
交
旬
を
言
わ
な

ら
め
校
長
だ
け
て
は
役
場
的
議
員
向
日
給
や
っ
て
い
て
八
月
に
他
界
し
た
w
m
父
的
資
う
骨
ぐ
ら
い
内
火
金
を
払
わ
な
く
て
い
だ
ろ
う
包
…
統
合
」
が
な
か
っ
た
ら

科
す
ら
ふ
え
ん
七
や
勺
た
。
ぞ
や
け
ど
、
一
読
し
で
為
る
a

ば
な
ら
な
い
匂
他
に
も
、
学
校
へ
行
く

uu
本
と
ハ
い
う
一
様
家
は
成
り
立
た
な
い
a

殺
や
限
的
問
視
町
、
ニ
れ
は
全
部
税
金
七
銭
月
十
人
u
口
、
父
の
給
料
日
一
、
子
供
同
い
な
い
家
終
的
こ
と
な
νヘ
多
川
開
閉
山
一
人
H
V

と
り
が
平
和
主
集
約
者
殺

や
け
ど
そ
れ
ぞ
よ
2
7
や
っ
と
叫
域
的
繍
「
う
ち
は
後
殺
が
合
な
い
か
ら
た
く
ぎ
く
の
問
問
機
に
ぶ
つ
か
る
で
あ
ろ
っ
。
学
む
た
め
に
、
「
税
金
い
は
必
殺
な
的
で

ん
税
金
む
も
っ
て
い
か
れ
る
よ
」
絞
だ
け
で
な
く
‘
波
泌
を
態
儀
し
た
り
、
あ
る
ロ

毎
月
朝
廷
い
献
を
M
凡
な
が
ら
川
止
め
ゆ
縫
う
上
下
水
滋
絡
も
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
転
も
あ
と
五
年
は
ど
し
た
ら
税
金
入

ぎ

綴

で

あ

る

。

い

，

も

[

税

金

が

な

か

勺

た

・

旬

、

澄

t
な
り
納
税
者
に
な
る
匂
税
金
b
h制
約

と
こ
ろ
で
同
国
父
は
叶
も
っ
と
税
会
を
の
中
辻
川
批
判
川
U
m附
り
、
や
が
て
は
社
会
る
と
器
、
税
金
に
対
し
て
‘
い
つ
も

納
的
て
も
ら
い
た
い
。
し
と
設
い
、
父
宇
治
安
紫
ん
で
い
く
ニ
と
が
不
可
能
に
叩
あ
り
が
と
う
。

L
L
V
L
V
の
中
て
い
唱
え

は

y
u
?と
安
く

L
て
ほ
し
い
弓
ふ
と
な
る
で
あ
う
之
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
る
よ
ー
つ
な
榔
融
機
ヤ
心
的
納
粧
品
刊
に
、
そ

坊
主
脳
内
殺
は
全
〈
逆
向
ぷ
場
て
あ
る
。
私
た
ち
が
門
口
常
生
活
に
絞
っ
ど
い
る
叫
制
し
て
‘
「
税
金

L

に
つ
い
て
問
攻
も
深

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
口
説
3

て
考
え
て
み
す
べ
て
、
伺
ら
か
め
れ
て
税
金
b
使
わ
山
、
に
立
ち
浸
っ
て
、
そ
の
必
饗
性
骨
呼

る
と
、
創
緒
的
緩
い
分
や
そ
の
気
持
は
れ
て
い
る
。
税
金
と
い
う
と
ち
ぷ
山
r
民

42
務
泌
す
る
よ
う
主
人
で
あ
り
た
い
。

(3) 

漉
…
付
…
密
接
持
議
…
た
め
の
…
…
…
ι

…

一
…
…
…
…
一
…
曜
定
申
告
は
お
幕
め
に
グ

認
定
申
告
に
よ
り
時
議
徴
収
さ
れ
た
さ
わ
札
わ
ん
念
総
少
翁
べ
て
お
い
て
く
だ
そ
の
球
出
舶
が
一
点
五
平
万
メ
ー
ト
ル

税

金

を

滋

付

し

た

り

、

所

得

数

訟

を

受

診

円

以

下

戸

¥

料

相

rd
帯
陣
購
入
し
て
か
ら
六
ケ

川
川
内
れ
る
の
は
句
次
的
成
悶
に
禁
漁
寸
②
祭
事
賛
同
M

数

ei--eあ
な
た
や
尚
月
以
内
に
入
釈
し
、
間
引
き
続
い
て
駁
仲
間

る
人
を
い
い
ま
す
~
家
絞
め
ち
が
部
気
主
ど
で
複
線
殺
を
支
し
て
い
る
場
合
ゐ
居
住
し
た
年
か
ら
三

お
総
揃
往
時
町
、
際
線
勝
目
仲
間
除
、
伎
宅
払
っ
た
場
合
、
そ
め
総
が
遜
常
五
万
巾
門
年
間
問
、
各
年
分
め
断
得
税
扱
か
ら
紋
潟

取
得
杭
同
時
郎
、
務
付
金
設
昨
怖
を
受
け
る
人
。
を
萌
え
て
い
る
と
、
そ
の
総
え
た
部
分
コ
一
万
m
門
が
山
間
協
怖
さ
れ
ま
す
ω

ま
た
、
こ

ω
絡
的
問
控
除
・
2
3
あ
な
た
ゃ
あ
な
わ
金
制
酬
が
寸
前
砕
か
ら
然
係
各
れ
ま
す
。
め
朴
抗
議
を
新
築
・
隣
人
す
る
際
に
、
日
比

た
門
家
抜
七
九
十
五
都
中
的
所
得
余
樹
祭
給
額
が
…
一
対
日
万
m
門
を
超
え
る
鳩
合
は
間
的
金
融
機
州
問
な
ど
か
ら
滋
済
期
以
上
γ

が
二
十
九
万
m
円
以
下
で
‘
品
な
れ
ん
と
生
一
}
絞
W
H
削
円
安
問
問
設
と

L
ま

す

均

年

以

上

の

口

ン

を

初

陣

し

、

年

閉

め

討
を
一
に
す
る
人
)
が
災
害
や
議
縁
、

A

添
付
申
晴
樹
哨
V

返
出
金
額
が
な
十
万
閉
門
を
結
え
た
鴇
介

横
領
な
ど
明
、
多
様
的
指
祷
金
受
け
、
世
北
淡
綴
内
航
徴
収
票
さ
ら
に
後
官
同
一
三
万
内
が
ゴ
内
部
隊
鐙
絵
さ

然
復
刊
肌
が
年
間
所
得
め
ト
パ
!
セ
ン
ト
嵐
広
揮
臨
時
的
領
収
滋
れ
ま
す
E

(

校
)
住
宅
金
品
融
公
瞭
や
殺

を
越
え
た
場
合
、
そ
の
朗
唱
え
た
品
泌
総
を
官
邸
叫
暗
殺
と
は
、
医
師
等
に
支
払
っ
た
務
先
か
ら
内
々
括
昨
日
付
は
対
象
に
な
り

所
得
か
ら
義
し
引
く
二
と
が
で
き
ま
す
径
約
機
時
間
や
入
筏
焚
的
ほ
か
に
、
直
接
治
ま
品
川
ん
。

た
だ
し
‘
別
緩
や
奈
石
な
ど
口
接
的
機
に
、
詮
慣
な
淡
議
糸
約
購
入
糊
汽
通
院
〈
添
付
幾
綴
〉

罪
的
に
滋
常
必
要
で
な
い
合
滅
的
機
害
紫
、
殺
議
議
等
の
曲

Hm、
財
産
費
な
ど
際
機
向
車
民
間
開
戦
察

M
M
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
‘
説
伸
明
排
醜
聞
が
含
ま
れ
ま
す
。
勢
申
告
純
血
幹
削
や
際
綴
臨
時

W

限
設
記
即
時
燃
本

か
ら
は
惜
慨
し
引
か
れ
ま
す
。
断
的
制
問
削
市
は
墜
需
踊
坑
口
数
場
一
し
ま
せ
ん
。
関
ル
出
制
同
誌
の
写
し

〈

添

付

讐

惣

(

法

)

笠

宮

川

開

放

や

共

済

同

魁

舎

か

ん

さ

i
J
殺
を
受
け
る
人
は
司
判
部

*
給
与
続
併
の
源
泉
億
収
額
支
給
怒
れ
る
総
て
ん
余
(
A
W
検
後
等
)
行
等
的
議
会
開
帝
一
的
奴
鴫
燃
と
繁
一
患
の

凝
り
災
町
証
明
轡
時
r

嚇
樹
祭
'
消
時
間
務
除
機
療
費
か
ら
世
騰
し
れ
か
れ
ま
す
の
マ
務
負
代
金
、
総
人
悩
桜
を
明
ら
か
に

の

益

明

特

学

樹

党

で

お

い

て

く

だ

さ

い

α

す
る
義
ま
た
は
そ
容
し

蝦
篠
山
習
を
受
け
た
金
絞
め
党
結
m
り
計

ω
注
宅
取
得
役
敵
。
少
・
住
宅
を
終
除
を
受
け
る
一
一
…
年
間
倒
的
う
ち
、
五
十

真
喜
一
注
)
火
災
保
体
問
等
で
油
開
て
ん
新
築
、
ま
た
は
総
務
住
宅
を
賎
入
し
、
六
年
分
以
燃
は
所
得
が
λ
務
方
的
を
却
期

醐苛，

&珊び議事

え
た
年
分
に
つ
い
て
は
い
出
訟
が
受
け
い
門

れ
な
〈
主

η
ま
し
た
め
て
，
}
山
首
窓
く
だ

市
街
寄
付
金
銭
泳
--Zee--食
料
海
内
寄

付
金
を
支
出
し
た
場
合
、
そ
め
縮
か
ら

一
万
川
門
を
然
し
引
い
た
金
印
刷
が
所
得
か

ら
仲
間
除
さ
れ
ま
す
ロ

d
M
綴
義
的
日
誌
明
慾

か
必
要
で
す

u

mw
年
末
調
整
を
一
す
る
際
に
、
生
命
保

治
料
、
社
会
保
険
料
〔
間
関
民
年
血
液
・
同

日
比
終
成
隙
倹
等
)
、
持
出
掛
微
な
ど
の
控
除

が
も
れ
て
い
る
入
。

司
祭
付
制
料
や
創
刊
子
佼
滋
な
ど
の
収

入
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
的

訴
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
ろ
判
制
泉

徴
的
批
さ
れ
た
後
金
が
叫
閉
め
治
ぎ
に
な
っ

て
い
る
入
。
年
時
中
途
で
退
職
し
、
年

中
本
滅
的
献
を
受
け
な
か
っ
え
た
め
に
、
問

じ
く
納
め
漁

xr的
人
ゅ

閉
山
ア
泌
納
税
を
し
て
い
た
が
、
仲
陣
営
市

や
夜
業
な
ど
の
た
め
‘
所
得
が
前
年
よ

り
火
M
閣
に
減
っ
た
入
。

。
。
。

税
金
的
滋
ω
刊ふ
W
A
9
4
け
る
た
め
め
山
市
告

は
、
お
単
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。
還
付

申
告
は
こ
月
十
六
校
以
前
で
も
、
制
刑
務

署
な
ど
で
愛
好
け
し
て
い
ま
す
。
郵
送

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

濠
品
円
余
的
銀
行
振
込
み
を
一
掃
引
さ
れ

さす 言4芸いで 4乙撃。務狩我令家三重ぜあ脊 t14J重警急申告を
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主主審与支 t f害警 L五2長 毒tTE25せVI U 
受 は 用 li " て ど さ問、絞 めン てまぺずし

au日 ，iifr しプて事告 fX， 党 | 
El lf '(- 8 霧車え し汚i号室づ@伊豆柳沼 l 
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-主主ぺ言言孟 。喜議室長比四7寸 ni二三宅日「一一

1223Tiio 日 il'n撃 ~I 出j 三コ回
q主公議ん子民 平日大蔵 I t成にJl¥割
手時 六 ;L "、 緩税 1研誠

協 受 日 な ま ‘ ま 非理 2鵠 」減
。は f1'7が お L 市たよごて士 n司令}苦
十はん 、た役、終的中日号待
二二 、三中町 rfr稿 用方 l主義主を
時九月一切でか撚〈プ炉 、L 舎

き禁主言語高官室譲葉三党
問、お 2需L雲:主ゐ;星空手ぷ
察官時寸はさ t高島町 :す娘 。 定
H でいに申 ま 議 申
はですニニ 紫雲J 寸耳哉 君号
休、 。 河 童臣会 的員 総
dろ れ t- さ念品 そぺぷ 民

る
方
は
、
山
中
鈴
惑
に
録
品
交
級
一
行
等

~
的
制
行
・
目
指
田
市
一
致
閣
時
・
絢
加
家
協
同
門
組
組
合
)

町
名
称
‘
制
則
合
的
検
開
設
が
口
機
慾
培

を
も
れ
な
く
記
載
し
て
〈
だ
さ
い
悶

己

主

事

堂

名

義

的

も

の

に

際

ら
れ
ま
す
。
〉
郵
便
局
か
ら
め
受
取
り

を
J

論
議
さ
れ
る
労
付
、
〕
五

32円前野脳間

局
お
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
の
な
お
、

今
部
か
ら
三
万
m
門
家
柄
的
域
付
金
も
銀

行
振
込
み
が

r与
る
よ
、
ヲ
に
な
り
ま
L

た
の
で
‘
な
る
べ
く
総
代
絞
込
み
を
ζ

利
用
〈
W
ん
さ
い
ω

間同い
A
V
せ
は
.
我
孫
子
市
阪
工
会
へ

枕
(
八
一
一
)
三

盟
関串

2告トー 一石町]輔ヤ!

せの| 会場{柏蔀エ含整型iミとど

織
的
此
申
&
口
約
書
き
方
な
ど
わ
か
ら
な

い
と
き
は
、
校
一
一
戸
税
務
司
君
へ
悶
い
ム
日
せ

て
く
だ
さ
い
じ

官

C
m出
t
…ザ一月六一

a

一
)
一
一
じ
…

市
・
川
時
間
山
知
刊
の
申
公
で
わ
か
ら
な
い

と
♂
は
、
我
孫
子
市
川
同
一
時
諸
税
潟
市
伏

税
係
へ
附
附
い
合
せ
て
く
だ
N
P

い

四
一
八
五

J

…
一
…

内
線
一
一
一
一
一
一
m
m
・
一
ニ
三
五
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並
木
小
学
校

並
本
地
凶
院
に
削
附
出
帆
す
る
小
学

校
の
名
称
が
、
並
木
小
学
校
に
決
ま
り

ま
し
た
。

仲
総
本
小
学
校
は
、
輪
開
一
小
学
校
、
第

三
小
学
校
、
側
同
一
…
p
小
学
校
内
ぷ
校
内
問
比

議
滋
的
増
総
主
‘
抑
机
削
校
舎
を
利
用
し

な
け
れ
ば
M

な
ら
な
い
教
務
磯
榔
怖
を
考
え
、

そ
め
湾
総
解
消
め
た
め
建
設
が
す
す
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
識
字
阪
地
ら

γ

問
闘
の
ど
お
り
と
な
り
ま
す

D

こ
の
際
総
は
、
持
端
学
阪
地
縫
油
刷
会
で

何
度
も
液
晶
鳳
広
務
滋
し
、
決
議
事
れ
た

も
の
P
す
c

〈
ム
サ
審
開
校
〉
の

¥
通
学
区
域
決
ま
る

π持i主崩事'"

水道料金の

決め

し
て
い
け
ま
せ
ん
よ
マ
水
滋
管
や
浄
水

冷
を
建
設
す
る
に
は
、
た
く
さ
ん
め
お

殺
が
か
か
る
ん
で
す
も
の
い

お
父
さ
ん
「
本
道
を
は
じ
め
る
に
は
、

総
設
す
る
た
め
の
絞
鎖
的
資
金
が
必
燃

は
な
る
ね
ー
そ
の
炎
殺
は
問
問
な
ど
か
ら

長
織
の
般
金
を
す
る
ん
だ
ε

そ
め
借
金

と
利
怠
を
毎
年
タ
し
ゃ
っ
返
し
な
ず
い
け

祭
P
し
て
い
る
ん
だ
よ
い

お
姑
輔
さ
ん
「
水
滋
料
金
同
地
に
は
、
と

ん
な
収
入
が
あ
る
的
い

お

ま

ん

ぷ

塁

本

を

新

し

く

絞

っ

〉

人
が
あ
フ
加
入
毒
事
数
料
が
あ
る
ね
。
袋

三
級
入
な
ど
で
水
護
録
的
経
り
な
鴻

童

地

露

目

見

霊

長

勺

た

ぼ

く

め

て

い

る

か

ら

だ

よ

い

い

分

を

お

さ

勺

て

い

る

ん

だ

よ

い

寸

毛
、
夕
食
後
、
家
族
の
人
と
水
遂
の
お
父
参
ん

4

そ

う

だ

々

々

笈

趨

の

お

品

剛

容

ん

寸

じ

ゃ

あ

、

水

が

使

わ

れ

る

凶

欄

}

と

を

話

し

合

い

ま

し

た

。

家

で

は

一

一

か

品

に

阻

十

票

〈

ら

い

汚

と

な

る

ね

。

そ

ヲ

す

る

と

、

…

自

に

ま

で

に

、

ど

ん

な

費

用

が

か

か

フ

て

い

続

可

位

ぽ

〈

ぷ

臼

、

技

会

科

謀

総

…

に

水

道

鏡

、

フ

と

い

う

こ

と

だ

}

一

言

一

号

俗

、

よ

選

科

設

さ

m
円

く

ら

い

万

ね

い

る

の

え

く

輔

+
巡

の

見

学

に

叫

引

っ

て

き

た

よ

。

は

く

絡

の

ん

で

ぶ

ゑ

六

本

分

に

な

る

そ

つ

だ

か

ら

、

ぽ

〈

吋

ジ

ュ

ー

ス

を

一

興

つ

で

も

一

本

で

お

父

点

、

ん

「

求

を

闘

い

入

れ

る

た

め

の

と

も

、

ど

う

し

て

か

し

ら

い

お

織

さ

ん

吋

隠

ヒ

本

を

使

つ

め

で

も

、

判

守

水

主

主

は

、

た

い

へ

ん

な

ん

己

主

書

室

夏

く

ら

い

絞

っ

芸

か

か

る

か

ら

も

主

義

つ

章

受

ホ

料

金

主

毒

主

総

Z妻
お

ま

ん

ぞ

れ

は

、

総

数

卒

く

議

ず

い

ぶ

ん

ま

あ

る

2

た
ね
L

て

い

る

こ

と

に

な

る

が

科

書

方

が

安

い

ん

M
P

制
念
、
抽
出
毒
薬
な
ど
、
そ
れ
に
毒
殺
し
た
か
、
守
護
』
す
る
か
に
よ
っ
お
父
さ
ん
「
水
道
料
金
は
‘
寄
付
が

一

一

室

え

ず

ね

毎

日

、

議

や

お

母

え

正

実

雪

ど

か

ら

え

お

父

さ

ん

ー

そ

の

と

お

り

ぺ

み

ん

な

部

長

く

人

た

ち

の

還

な

ど

が

あ

る

て

も

撃

し

司

王

地

下

水

ゃ

い

ど

れ

万

昔

む

決

め

る

も

言

え

だ

。

そ

の

決

@

従

事

に

使

っ

て

い

て

、

殺

後

す

ぎ

て

あ

べ

た

ら

安

い

か

ら

、

そ

れ

だ

け

気

に

し

で

忠

治

し

て

い

く

た

め

の

水

が

ジ

ュ

ー

ん

だ

よ

。

こ

れ

ら

の

費

用

を

ま

か

な

っ

け

持

っ

て

い

る

か

に

も

よ

る

ね

G
M
け
め
だ
は
河
本
を
送
る
の
じ
、
ど
れ
だ
け

:fitidi--ii'jjyijPLfever'fe--jplJeri--{9afi--Fef

ま
り
寺
、
一
え
な
か
ヲ
た
わ
ね
い
な
い
で
絞
っ
て
し
ま
、
つ
め

ip

ス
よ
り
策
〈
楠
担
え
る
と
い
う
の
は
い
い
で
い
く
の
が
私
た
ち
め
利
払
っ
て
い
る
水
ど
、
叫
地
下
水
は
だ
ん
だ
ん
滋
め
な
く
な
焚
熊
が
か
か
る
か
に
よ
っ
て
読
め
ら
れ

繍
繍
捜
諮
腸
綴
可
轟
轟
綴
館
野
山
間
防
本
部
で
は
ち
附
昨
年
一
年
間
的
市
お
父
さ
ん
「
ん
て
う
ち
で
使
っ
て
い
る
お
嫁
さ
ん
「
号
3
い
之
ば
、
求
…
滋
料
金
こ
1r
一
だ
よ
ー
本
滋
を
経
営
し
て
い
く
に
道
料
品
棋
や
加
入
金
な
ベ
だ
い
る
し
持
取
は
叫
の
本
に
な
る
か
も
し
れ
る
ん
だ
よ
い

組
麓
智
弘
司
ー
す
号
室
主
治
出
動
的
総
務
室
と
水
は
ね
、
川
主
や
地
下
水
車
み
上
高
月
か
ら
改
正
さ
れ
み
の
よ
ね

L

は

、

独

立

採

算

副

馴

と

い

っ

て

華

料

金

義

え

よ

れ

な

ら

ば

‘

重

代

ゃ

な

い

ね

い

官

〈

「

本

位

地

料

金

は

告

や

た

ら

じ

ま

曹
十

1
謝
鋪
醸
醐
岡
崎
溺
轍
め
ま
し
た
a

げ
て
、
浄
水
一
摘
で
飲
み
本
に
つ
〈
り
か
お
母
・

2
1そ
う
ね
。
料
相
閉
め
、
惑
報
に
の
収
入
牢
も
と
に
護
食
し
て
い
か
な
け
寒
波
容
が
催
事
よ
が
り
す
れ
ば
、
昔
、
お
胤
窓
ん
「
そ
う
い
え
ば
、
中
白
く
か
ら
ら
れ
な
い
ん
だ
ね
ん

離
輯
輔
鍍
欝
斡
諸
団
火
災
発
生
状
淀
川
協
和
五
十
間
同
年
に
え
ら
れ
、
開
院
本
油
叫
に
た
く
わ
え
ら
札
る
の
叩
て
い
た
わ
ね
い
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
L

送
る
襲
五
多
く
な
う
て
い
く
わ
ね
」
水
道
を
は
じ
め
た
市
は
、
お
器
禁
い
お
き
ん
「
い
つ
で
も
殺
か
に
立
を
鑓

繍
鱒
翻
翻
灘
翻
獄
邸
側
M
措
比
べ
十
件
滅
的
問
十
七
件
と
な
り
、
嬉
ん
だ
。
そ
れ
を
ポ
ン
プ
で
そ
札
ぞ
れ
問
実
容
ん
「
こ
ん
ど
憲
章
が
値
上
長
さ
ん
「
そ
れ
じ
ゃ
‘
転
た
ち
の
私
議
さ
そ
そ
れ

ι支
料
金
も
雪
雲
に
な
っ
て
い
る
わ
ね
↑
え
る
状
態
に
し
て
お
み
は
、
た
い
へ

議
綴
織
司

i
斜
段
宮
汗
富
炎
小
閉
鎖
が
一
万
事
九
九
…
一
副
(
前
年
八
家
経
へ
送
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
げ
さ
れ
る
と
、
基
本
料
金
は
一
…
〈
り
す
ゅ
う
木
選
科
救
一
だ
け
で
本
滋
を
叫
脱
営
し
て
り
す
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
な
お
さ
ぽ
〈
ば
学
会
で
間
開
い
た
ん
ど
け
ど
、

λ
な
こ
と
な
的
よ
ね
台
今

g
は
塁
本
瓜

ト
パ
九
蝉
欝
万
叩
一
一
一
言
、
警
禁
…
一
一
一
五
五
ぽ
士
い
つ
で
も
本
が
使
え
る
の
は
、
喜
一
…
芸
に
な
る
わ
け
で
、
さ
っ
き
い
る
め
?
し
ら
索
用
が
か
か
る
わ
ね
。
室
料
金
室
内
一
重
い
号
、
は
‘
志
主
一
に
行
っ
て
宅
、
い
い
語
に
さ
た

鱒
瞥
駆
弘
灘
間
開
嫁
鍾
同
時
万
一
円
前
年
総
…
九
五
万
河

)
t
.
そ
水
道
部
内
人
炉
内
庄
村
智
で
受
も
僚
ら
滋
つ
の
同
学
綴
肘
使
、
っ
申
喜
一
だ
と
附
閥
七
二
O

お
邸
玄
ん
「
本
選
科
A
m
N吋
ぞ
同
党
笠
宮
市
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
を
ち
だ
け
れ
何
一
五
C
m門
も
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
」
わ
ね
L

畿
翻
鰯
線
鶴
隠
隊
総
惣
W
融
掴
れ
ぞ
れ
火
績
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
遂
器
一
一
一
Z
Z
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Z

町
議
議
滋
z
z
z
=
一
三
釜
一
浅
間
一
問
一
答
一
三
z
a
-
-
潟
市
出
均
一
一
出
=
=
=
一
一
一
一
一
一
議
一
山
甲
山
町
Z
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機
機
織
繍
態
調
劉
駁
続
制
問
]
だ
ヤ
入
内
総
に
…
思
、
大
災
い
が
お
き
ず
、
と
ん
ど
が
、
こ
の
二
つ
に
悶
議
し
て
い
鴻
等
主
+
月
十
九
自
殺
滋
的
地
援
対
策
〔

l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-
i
a

軍

隊

総

開

明

必

需

鴻

鰯

繍

い

る

こ

と

に

な

り

ま

て

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

百

平

均
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選
ば
れ
た
紛
は
、
肉
凶
然
笠
か
な
殺
孫
子

内
総
重
ナ
キ
モ
ウ
た
い
あ
げ
た
も
m
u
a
あ
の

小
娘
後
き
ん
の
補
作
を
受
け
て
、
や
や

口
?
ン
チ
ァ
タ
な
色
合
い
に
u

ぷ
ぬ
往
々
と
一
州
諸
に
出
取
締
砲
に
並
ぶ

お
気
持
は
?

「
も
拡
大
な
ん
か
恥
ず
か
し
い
気
持

で
叩
一
件
で
ナ

ψ

一
同
が
、
小
鰍
き
ん
の
い
間

作
マ
サ
百
い
鳴
り
ま

t
た
的
で
、
議
人
に
も

冷
か
事
れ
ま
し
た
。
ん
と
陥
れ
る
。

持
請
は
、
約
か
ら
な
杏
っ
て
い
た
ん

で
す
か
?

寸
い
之
、
初
め
て
な
ん
で
す
よ
。
地
執

は
、
議
手
な
ほ
う
で
す
ョ
小
姑
体
さ
ん
の

数
も
、
忍
ゆ
ず
の
カ
セ
y
ト
か
ら
流
れ
て

く
る
め
を
安
心
し
て
い
た
ぐ
ら
い
で
す

及。」八
年
ム
一
郎
、
厳
淡
か
ら
越
し
て
来
た
め

たf
M
 

割
問

d

E
m
-
注
目
"

ヤ
r，

a
h
a
 

奇b
A同

旬
吋
時の民市

平塚歌子容ん

{若松)

悼
碑
映
け
る
筏
ほ
そ
一
時
ぞ
と
問
問
的
剛
腕
村
野
町
F
J
γ

単
春
品
臨
時
殺
議
歓
と
し
て
絞
ま
す
鈴
木
口
礼
子

冬
閉
み
ち
飛
ぴ
忽
つ
践
の
行
方
は
も
一
蛙
慰
安
子

搭
触
れ
ば
撤
回
し
て
織
る
ω
械

の

翁

磯

部

浴

燦

格
的
一
…
玄
設
べ
て
数
ふ
掌
組
問
問
千
代
女

廷
を
機
み
寒
餅
つ
け
ぬ
門
口
の
か
な
し
野
口
ろ
っ

盟
副
辞
め
き
事
め
く
道
や
初
総
中
沢
京
干

潟
ち
ら
ほ
ら
帥
叫
が
か
け
し
竿
沈
静
物
附
高
市
部
磯
子

碍
月
内
残
り
て
雲
に
齢
制
き
な
し
和
田
波
制

約
壌
の
か
げ
に
沈
む
や
絞
丹
愛
小
林
菊
之

一
染
益
田
市
'
俊
明
繍
}

五
滅
的
切
り
立
つ
畿
の
岩
筑
に
総
務
の
花
府
く
映
き

を

η

だ

さ

い

。

し

て

い

み

燦

閣

と

し

て

、

酸

入

索

、

販

V
制
問
問
二
月
二
十
六
日
{
本
}
府
知
識
者
、
自
国
間
帆
食
品
札
と
の
三
品
燃
焼
契
約
問

V
場
碍
刷
機
様
健
婦
四
M
G
m七
一
i
ム
ハ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
寸
す
。
川

七

l

三

五

五

日

J

川

V

申

込

方

法

霊

平

髭

ま

で

に

品

開

一

宮

え
γ
訴
訟
i

…

壁

一

主

号

、

一

マ

内

容

襲

レ

ン

ト

ゲ

ン

、

心

重

体

一

、

h

J

W

A

一

検

畿

、

専

門

柑

照

的

診

察

と

機

嫌

叶

一

司

盟

問

金

…

?

?

人

…

対

V

臨

民

糊

問

委

村

役

-
L
¥一
段
一
向

。

一

一

死

十

一

夜

主

義

的

重

i

l

i

-

-

#

一

包

W
買

い

l

と

鼎

揮

脊

樹

絞

点

海

可

¥

¥

匂

経

一

権

体

機

i

i

i

!

i

i

l

e

1

r

v

》
R

X
円

八

一

山

、

i

;

;

 

口
一
斉
十
九
滋
〈
本
)
経
綴
中
市
山
保
健
手
足
的
効
き
や
整
形
外
科
約
寺
心
統
一
和
一

1
¥
λ
も

な

，

一

一

込

P

と

品

菜

、

母

乳

帝

後

喜

重

の

あ

ゐ

お

子

さ

ん

め

稲

見

聞

を

脅

昨

日

っ

室

、

、

、

ご

M
v
s

o
一
一
月
一
一
十
六
何
回
(
本
〉
緩
い
穫
の
保
日
報
て
い
ま
?
の
で
ご
剖
刊
照
く
だ
さ
い
。
開
闘
の
よ
う
に
排
購
入
総
は
支
払
い
の
義
二
除
決

と
中
部
ち
ゃ
ん
の
綾
織
{
泳
浴
)
守
悶
時
一
一
月
十
八
日
(
本
)
、
受
付
抑
制
を
一
儲
阪
会
社
に
負
う
こ
と
に
な
り
ま
こ

s
l
i
N

V

霊

薬

害

一

エ

十

分

か

ら

土

午

後

一

時

か

ら

一

一

時

す

e

こ

の

震

で

は

葉

署

ル

ム

一

躍

時

口

一

十

分

V

蝿

議

始

後

欄

間

川

附

ラ

ブ

ん

が

あ

っ

て

も

、

そ

れ

を

も

っ

て

立

韓

関

芸

港

整

会

館

主

義

母

子

義

信

総

合

数

へ

の

支

払

い

を

提

寺

喜

一

一

打

M

嘉

孝

る

も

の

母

子

義

、

宅

i

l

i

l

i

-

-

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

山

一

A3

言

必

舞

金

活

総

演

会

町

一

C

6

用

具

ー

l

l

i

l

i

i

ー

ニ

芸

高

も

、

帆

先

薬

品

唱

と

室

町

f

減
機
数
汚
は
痛
問
ザ
ム
会
館
、
得
数
限
月
は
湖
農
薬
の
危
険
倹
に
つ
い
て
、
い
っ
し
絡
が
つ
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
一

北

ム

日

中

削

除

セ

ン

タ

i

℃

付

ぅ

予

定

で

す

。

ょ

に

考

え

て

み

ま

廿

ん

か

。

払

い

を

一

指

笹

山

で

事

ま

せ

ん

で

し

た

の

一

れ

み

つ

静

ル

牧

民
利
バ
検
診

vat六

日

家

主

存

続

入

者

に

と

っ

f不
利

に

よ

王

立

送

主

主

2
5
3
2
2

-

i

i

i

l

i

i

か

ら

十

二

時

る

機

長

が

あ

り

ま

す

日

コ

お

ド

コ

向

的

制

見

ゆ

平

山

美

佐

代

票

ん

撃

を

三

里

会

一

一

日

(

月

)

革

新

議

神

戸

銀

行

一

空

襲

警

お

襲

警

は

、

こ

の

主

…

ゆ

凶

?

日

荷

明

言

う

か

べ

つ

つ

私

粧

品

と

は

し

長

れ

し

一
一
十
州
側
首
(
火
)
、
町
一
十
五
回
〈
水
)
子
駅
北
口
そ
ば
〉
合
会
る
業
者
が
滋
え
て
い
ま
す
の
で
、
山
つ

μ
十
挑
ん
支

ら

う

P

つ

あ

い

川

知

づ

け

し

山

口

総

的
一
一
一
居
間
同
行
い
ま
す
。
希
裁
者
は
ハ
庁
マ
テ
1
7
低
準
設
幾
柑
織
的
浸
笠
滋
糾
明
治
焚
翁
j
u
x
心
得
て
憐
識
に
翻
(
仏
制
す
る
必
一
ル
坊
主
」
ニ

r

υ
“
た
れ
〈
抑
制
~
Z
は
内
情
廿
の
泌
鳴
き
ぞ
絞
め
る
数
二
千
突
い

キ

で

申

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

期

情

説

・

治

に

つ
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守鈎守 BD謀者王
ゆ人o 1号1.718人(+2.221) 

男/50.7幸3人
女/50.925入

.1'惇話主罪号本f.i' 85-1111 
ゆ湖北支f.i' 88-2111 
織布佐玉置f.i' 89-2358 
翁中央公fll~富 82…告515
骨子百霊覧会館 側一331H!t)

⑩器産りますφ

どをう総シンク!lノベッド

場、ノフコフーマットレス

本食器去さな本自勤務F母子

どもイス

。縫ってください4争l 叫 tらさがり縫一
銃器t疋く善説本本だ紋*50

00フ]7絞りやIiイク

号〉事務21祭重喜2関!とおいて縁関守

る問記長第17祭主義守績の練貫主1こより、
主主主草子豊富市議十喜朗公喜重および緑地の

後霊童の議後決のとお均縦覧l.，<まです。

惨事E滞納重富の穫綴我孫子害容mきf

E雷公襲撃
験強制Eおよび怒緩*つくしの守

公選童*つくし(])2努公護軍司kコくし

の3録公襲盟*つくしの4号公際

本つくしの5努公陸軍*つくしの6
号公館書*つくし(])7努公縫〈主えiご

っくし努の…部の[>1;綴〉本軍草花をき

守号公豊富〈潔Atち 1TEl(])-E協の

主主主主) *湖北をき2窓会題〈交番1t台

zn議の一語自のE主主主〉 ネ道路北台3

f話公産量〈務総合4JE誌のー認め自主

務〉 本湖jt台4努公堅調〈草書，tt会

7匿の…現1の区綴)*溺立し約6望号

公隠〈主義11:，台6J自の一語草(])区左翼〉

冷淡1t台6号事公害霊仁王事1むを510J13
の-oo(])j渓額) *主義花街ア号公襲警

(潤花粉9T13の-00のをま鱗〉

*望書11:，台8'!ii公襲撃〈湖北をきBTeき

の…童話の区域〉 ホ走童文お中央公護憲

(湖北をきアヨ告の-8誌の[>1;E巽〉

曜静t註穫量主 29.687li!務
(+1.055) 
( )内l晶画吉年七乙

骨つくし野支持奇 84一事801
験湖北台3定員時 88-fJ828 
睡水道筋書4-0111
画老人者話相tセンター 随一0123
申書護軍ry~欝 84-0119 

め、緑賀B(])線全仁豊富め君主亨。護護人

℃やり霊童いものiごついてご格差発く

万点いα

修習~~癌B 21'寺Q臼・ 108

ゐ罪悪い合せ然 襲ま表選菜、都市警十詩型

ブ浴室hなとゴの成果荷重義務しますの

ご著書緩ください。

1>8草寺 公Fl20B(金〕午後。喜寺

30分から午後4防法で

勝話量所 1I'il'!i.主主舘ホ jしく入場縦

約〉

炉内聖書 議事絵、言軍隊、宗謡、民事費

議電座J 殺害警きまず。初めてのおも

どうぞご参加ください。

1>8善寺 2)'ヨア巳、税務、 21B、

288、31'事アEヨ(e思議事ニt霊霊〉午後

守弱虫倣うから3草寺京日告まで

砂接続 ct央公E号室宮

砂E駐車電 4路
紗務邸 宅産隠語費乏章者氏

1>テキスト 柴崎(])III将家文審議滋

ど1宮内党;害警より

惨串込み 21'弓1Bi'アEう語数言語Cr哲

1 B (8)ぎで 21'ヨ278午前Q

E導的役所官拍手芸
炉型豊臣奇 干諮E警察書室、3議総差是喜望室スキ

一環

b募重農人員 おそろ(先喜重機〉

砂著書00寅街 中級以上〈一主主〉

本支署1じt全線熊《芝選終的3H芸の…一 1>会費 守)コ5.(紛 F号(1育熱、パ

芸誌の絞殺) *総ノ森公選霊(予告佐字 ス、言語謀議車道、家皇室、熊授会終閥会

砂金書量 1.∞αIJ (渥謹話室〉

1>罪悪宮古t主 主設予〈支{じ主義語護我孫子

縁者縄問好会〉桂82-3394

* 1Flアωtこ行つだ草野馨少年事喜軽連

大会では伐の方々が入賞しさ聖し定。

署襲撃事 的記重要、 21i1華代殿、

握室、総長ヨに利剣し泣い室主体{謀、ま霊

童塁手続を2)'寺号臼から158の麹i之

滋奇襲いしを棄す。

1>$込まき記長 室まま議事長亮翼耳重罰則之、

室録的紙iこ必議襲警務演を記入し、入

会重量5.∞01丹後滋えてE/3し込みを

してくだぢい。

砂申込然・悠合せ~ 我孫子務中

E霊253~2ち井米王室内 石狩う思決議1
自由自…滋09(9双ト18:00)，秘笥お

議以上の方ぐ大正利子!'4Fヨマ Bi以

自首iニさ主主主れ止さ7き〉

験入学設，綬幾車再主主ど 入学軍駐お

よび授襲撃車道は若君絞しませんが、言聖

書室iご擦とfる材料室護主主どおよび送還

害事務(])テキストの送絡はま垂湿して

ください命

惨事事量襲翼語鰯 21'事28(月)ら

2月初8 (土〉きまで

診が申i且万法 務重軽期間<PIこ老人大

学総事務罪事および察f"l~szf才符重量

播従喜重!とおい Eある入学童要惑な務

人大学校毒事務癒ヘ事者参あるいは郡

王草してください。

惨入当事量的軍事の3<1宮 守月218

く7J()tio2月218(土〉

援なき雪、鐙蜜入学型産f"l蓄のヨ1'1立を

受l:t，i乏しミ華寺!革、 'fRの務!之aいでく

だちい。*二Fき襲察老人大学筏署長務

長幸子280二千若葉市仁伴認証lJ556-2

盟 0472-55-4706*祭主主会話器経入

者重役器製'1'280即れヰニ主主市市選翠読IT1

守事設庁内n0472-23…2343*繋務

富市丸庁主主主主主義祉霊聖子271松戸1I'i'J、
援本ア惜Gヰ73-s1-2111C内l2E吟

惨入学療の決定 3F!r:t切に老人

大雪f!f;皇挙務憾で公開f童数んにより

淡獲しま言言。

1>塁塁い合枝先議後護軍名人穏な然

8'作およUJ二砲のお き惑の忍草書〕 む〉 をめざして

1>緩箆期医事 1湾30Eヨ1:1ら21'寺号I>E担主主方法 ハ刀キ!こ役続、氏そろえ 1>8勝 21'きを58(木)午後守草寺

盤整洛番号、護霊祭、探勝、スキん授 からヰ華寺ぎT:

を塞いて2局158，までに線設~3 "尊重訴 を議総額生センター誤認

~2ö波立l?c畏まで熔込んでく主さささいむ 〈干葉市{戸名1I!Jo66←2想以72

し、新m-G11I"，年10F!1こ完成、

11応6 B1J'ら快速の下町〕線だけが

絞滋僚主告と主主りまし去さe

総長識の喜善係で遺書ro弓否!とついては

後Eヨ連総しをまサ。*主催 F慎二主

切毒事漁獲i立大還をと迷護者を若きがけ つ仁考書などはよる議室警の去をめ、

し殺しだガ、;ごとら疋び、快速上り さんにど主主懇をおかけし訟ですが、

線ち工事ガ線総lこ王室み、 2伺句協 簿業(])20万怒あたおる踏襲翠路発

く河)ti笠通葬許菱重!こなつだ'"ーんは じ意義警警な役害事j毛主主襲していく司君る

さ主連言l<J~遣いたします匂 い総ブぐり!と、ま定的手哲男還の

おお弐安芸正主主ねれているit¥ーム 綴i立、筋線(])fiミ爆とこしとの後続

I主将来の緩行ホームとしてー穀ザ をもつよう怠淡絞りをめざざして

るだめ、手持ぴ工事l之久ります。密 行設とます。(殺主主子駅〉

ハえfキのお滋番号?;tJ't喧のように況

をまりまし廷。ヨヨ磯tJめのうえ、ヨラ

3長〈ーの童話倭郊でなるべ〈緩く童室長己

とお換えください。

妙引き幾え英語関 守伶206ガらア

隊著書望童謡主上(])A主めにと守汚2ふW
fIlの重苦憶がありましだの J~ì雲寺襲撃事害

竜童福祉会セ使わ校ていただ殺さまg，。

るそ手宅まつなぐ幸男の会(])クリスマス

会f;:板曾キヅ怒んから10)5F号、惑

をき汐{す会の主撃さんからお万F号、ロ

ヲソクラブの綴さんから3)5

F号、ライスンズクラブの襲撃さんか

ら3)5F弓の襲警iij11、室事務産量宏さん

からほとフソスマスケ一等子問題のヅ

レぜント11あり、おかげで霊長しい

守勿夜華道ごすよさe:11でき署長しだ。

争勝るい孝之重量づくり封建量産委譲察会我

主義妥協緩から夜会織はのだゐIこ

とこ5万円(J)種討すがおりましだ。

必至主3晃子傑線交際機だら枚数猶祉

のだめにと2)55，820fIlの言寄付11

aiり室長し止さ。

~常陸曇主義j苦渋孫子習をお毒装ガら本士会

事毒祉のたぬiことをうあ13f毛(])懸絞ガ

怒り殺し位。

~統孫子援護基憲章幹吉Eままと己競議員じり

嫁さんから、社会議Ilt(])た必!こと

8、夜)(]F号(])重苦{百ガおりまし段。

~撃事務31'霊童様ガ紅会話芸絞めだめ

!とみ 8.170F弓dニ毛布10絞め喜幸i雪が

おりました。

~干君主主;縁者主支部機ら社会徐被

のだめにと 6.83寺内の寄{すがおり

殺しだ。

~JII上告さ久之さん〈爾w鈴〉から革主

主主ミT-;;1{今、ノチィ戸の会へ守)5F阜の
轡iすが凝りまいだお

~ヂヰとおiコ完事後機会ささきがひ会フコ皆

吉ちんから節子怒祉の主主め!こお7宮内

の童書徳之アありまし去さ。

皆さん、ありがとうござい較し

(6) 

?…言語蚕議:幹線査!ここど協力義

一言買す蕊議室でご凝棄事家議
王室を行いき聖す。書霊祭(])笑微授抗主

要撃する主主主色、き茎;f';8¥J毒事演はつい

て総量査し主主主す。著書蓋対級車産家iこ

翻望室長ガ童書悶し""すので、 jf(J、

ご協力宅をお緩いし霊堂管。

〈廃車霊対象農家〉

1.経営務員ge蹴控室1110)7-)[，以

努力s東海銀行主主主菓子宝;[<5

妙高富続車霊感tt活動 iさぬ178(;J()

が聖書寿樹君事往還量書 2汚24B(火〉

〔系二二三瓦二三二£
。琴震沼察絡会とカウント

"2勾BEヨ(8)m役所主主会等露3
9隠 〈裏話ヨ眠時oJt)

話芸家主主沼燦鳥会

砂21'ヨ158(8)矢玉的存諸口象台

午需給E寺30分、 Gド込みは滋辺義援
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